
だって生まれたときから観光業
～コンブボートクルーズ～

えりも観光協会 副会長 田中 照彦
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たなか爆誕まであと3年

襟裳岬から様似駅まで1時間30分
※現在はアポイ山荘経由で約1時間

1日10便も！！（現在は5便の空気輸送）

60年前にすでにアドベンチャートラベル

無断で架橋
通行料で大儲け

庶野の桜
当時は5/10頃開花

襟裳岬灯台用地で
まさかの乗馬

命がけの
黄金道路

道路っちゃ道路
でも、完全に浜

昔の襟裳岬
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1971年ごろの襟裳岬

えりも町郷土資料館所蔵

1974年発売 1961年発売

1974年第25回NHK紅白歌合戦Wトリ

1974（昭和49）年度観光客入込数545千人
※前年度は700千人 2023（令和5）年度は188千人

旅館開業

国鉄ディスカバージャパンと重なり
大バズり

50年前すでにオーバーツーリズム
※たなか父、儲かりすぎてクラウンとBJ40ランクルと競走馬と猟銃を買う
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えりもの春は何もない～～がヒットしてた頃より
今の方が何もない

そしてお約束の「観光地閑散期問題」

素人さんの考え「夏の稼ぎで冬暮らす」 無理！！

「親の跡継ぎ」という罠に盛大に引っかかる

観光業ばかりではなく当地の漁業者も厳しい時代に突入

だが、次世代に

継承する

地域振興は

住民の義務。
要は金儲けの手段です



思いつくままにいろいろ試すのは楽しい
漁業者と連携して観光船事業 えりも高校と連携して海洋マイクロプラスチック調査事業

サイクルツーリズム実証事業

昆布加工業社と連携して体験事業
モバイルハウス体験事業
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だがしかし、観光協会はえりも町からの補助金ななななんと年間50万円

コンブボートクルーズ トッカリ焼 萌えキャラ事業 スポーツゴミ拾い

Vtuber

地元事業所は何かをフィードバック
してもらいたいのだけど
なかなかできないようで。
頭が固いというか先入観強すぎというか
ビビりすぎというか
じゃあ、自分がやるかと。



自分の生業に生かしてみた

観光庁誘客多角化実証事業から～リゾートワーカーを観光資源に～
本業ガールズバー経営 副業旅館経営

客単価が高い
労働時間が短い

道外からも来る

発信力マシマシ

閑散期繁忙期がない

仕入れに苦労しない


